　　　　特定非営利活動法人

外国人医療センター　第13回　総会次第
日時：2014年6月1日（日）16：00～
場所：日本特殊陶業市民会館　３F　特別会議室
１．開会挨拶（理事長）

２．議長の選出

３．総会成立の確認

　　　（出席者　　　人、　委任状　　　人、　計　　　　　人、　正会員　　　　　人）

４．議事録署名人の選任

５．議事

　
第1号議案　2013年度事業報告

第2号議案　2013年度決算報告
第3号議案　2014年度事業計画
第4号議案　2014年度予算計画
６．閉会挨拶

以上

■第1号議案■

１.センターの運営に関する事項　
1） 理事会の開催
	回数
	日時
	場所
	出席者
	議案内容

	第１回
	2013年6月9日（日）


	日本特殊陶業
市民会館会議室
	６名

委任４名
	総会報告、相談会日程、

助成事業についてなど

	第２回
	2013年8月31日（土）


	外国人医療センター
事務局
	5名

委任5名
	相談会日程及び結果、助成事業実施報告、講師派遣結果など

	第３回
	2013年1月25日（土）


	外国人医療センター

事務局
	5名

委任5名
	相談会結果及び日程、講師派遣結果、助成金獲得などについて

	第４回
	2014年4月19日（土）
	外国人医療センター

事務局
	７名

委任3名
	新年度事業計画、事業日程、総会についてなど


2013年度（平成2５年度）理事会は、4回実施された。日程調整がつかなかったために理事全員が出席することは叶わなかったが、議案内容については、理事が外国人無料健康相談会に参加した際や、議事録の送付をすることで共有を図った。
理事会においては、運営費の確保や会員の増員、ボランティアの確保、相談会におけるサービス内容について、当団体の方向性や活動内容について議論された。
2） NPO　STATION　運営事業

2007年11月より、事務所として使用しているスペースの運営を行ってきた。2014年3月末現在の入居団体は７団体である（表1）。資金不足を理由に、3団体が退去した。複数デスクを使用している団体もある。現在、空きデスクは1つあり、入居可能である。
【NPO　STATIONの入居団体】
	団体名
	代表者名
	活動内容

	ゼネラルユニオン
	山原　克二
	在日外国人(主に欧米人)の労働者支援

	クレサラあしたの会
	山崎　弘平
	多重債務者への支援　(平成25年3月退去)

	女性ユニオン
	坂　喜代子
	女性労働者支援

	愛知連帯ユニオン・
名古屋反貧困ネットワーク
	元座　毅
	労働者全般の支援

	ASCU　がっこうユニオンあいち
	鈴置　一夫
	学校労働者の支援

	キャンヘルプタイランド
	伊藤　剛史
	タイの貧困地域のこどもたちへの支援

	アムザ林檎の会
	竹内　彰一
	医療過誤とされる問題を法的・医療的な立場に
基づいて情報・意見を提供


２.センターの活動に関する事項　
１）外国人無料健康相談会事業
平成25年度　外国人無料健康相談会は、12回（通算192回）実施した。医師、歯科医師をはじめとするボランティア延べ239名の協力を得て、22ヶ国296名（相談者延べ人数3,078名）の相談者への対応を行った。実施結果は、以下のとおりである。
【外国人無料健康相談会の実施日及び共催団体、会場、相談者数とボランティア数】
	通算回数
	日付
	共催団体（相談会会場）
	相談者数
	ボランティア数

	第181回
	4月21日
	九番団地
（名古屋市・九番団地集会所）
	2
	17

	第182回
	5月19日
	エスコーラ・サンパウロ校
（安城市・作野公民館）
	68
	28

	第183回
	6月23日
	ピンタンドオセッチ校
(豊田市・豊田市生涯学習センター)
	77
	36

	第184回
	7月21日
	ふくらの会
（江南市・宮田学習施設）
	35
	14+

ふくらの会スタッフ

	第185回
	8月25日
	名古屋国際センター

（名古屋市・同）
	9
	16

	第186回
	9月29日
	春日井国際交流協会

（春日井市・鳥居松ふれあいセンター）
	18
	18

	第187回
	10月20日
	犬山国際交流協会

（犬山国際観光センターフロイデ）
	18
	15

	第188回
	11月17日
	一宮市国際交流協会　
（一宮市・尾西生涯学習センター）
	16
	16

	第189回
	12月8日
	刈谷市国際交流協会

（刈谷市民交流センター）
	13
	29

	第190回
	1月26日
	名古屋国際センター（同上）
	13
	13

	第191回
	2月23日
	みこころセンター（名古屋市・同）
	16
	18

	第192回
	3月30日
	岩倉市国際交流協会

（岩倉団地集会場）
	11
	19

	合計
	296
	239


【協賛団体及び後援団体】
	協賛団体
	医師派遣：一宮市医師会、一宮歯科医師会、刈谷医師会、愛知県保険医協会
検診車配備及び検査：財団法人名古屋公衆医学研究所

助成金：愛・地球博開催地域社会貢献活動基金（5月19日、6月23日実施分のみ）

	後援団体
（名義のみ）
	愛知県医師会、名古屋市医師会、愛知県保険医協会、愛知県歯科医師会、
名古屋市歯科医師会、愛知県看護協会、愛知県民主医療機関連合会


■外国人無料健康相談会の結果
名古屋公衆医学研究所による胸部レントゲン撮影は205名に対して実施し、その結果、精密検査が必要な相談者は0名であった。

相談者296名のうち、16歳以上の男女164名をデータ分析の対象とした。
本年度相談者数は296名となり、昨年度の283名より、13名増加した。本分析の対象者164名の内訳は、男性44名(27％)、女性120名(73％)で、相変わらず女性相談者が多く見られた。

年齢別では、最も多かったのは30代で、全体の32％を占めており、次いで40代(22％)、20代(21％)となった。相談会開始当初より、相談者全体において30代が占める割合が最も多い状況は継続している。

国籍別では、ブラジルが38名で最も多く、全体の23％を占めていた。次いで中国が35名(21％)、フィリピンが34名(21％)となっている。相談者は女性が全体の73％を占めているが、中国、フィリピンは、圧倒的に女性の人数が多く、男性の人数は、3名以下となっている。

保険の有無については、135名が加入者であり、未加入は18名であった。

健診経験については、114名(69％)が健診を受けたことがあると回答しているが、31名(19％)は健診を受けた経験がないと回答している。滞日年数は不明だが、おそらく、雇用された経験があるものと思われるが、本来は会社が実施しなければならない労働者健診を、受けさせてもらえなかったと考える。中には、主婦として過ごしており、日本語が読めないため、住民健診について知らなかった外国籍女性もみられた。

健康状態について、BMIについては、59％が標準又はやせ気味であったが、41％が肥満傾向であった。数名の相談者が体重を増やさないよう医師から指導を受けていた。血圧については、80％にあたる121名が正常範囲であった。しかし、高血圧傾向の相談者も見られ、中には降圧剤を服用している相談者もあり、生活において、食事や運動を含めた自己管理が必要であることが伺えた。

　医科については、異常なしとなった相談者は64名であった。受診が必要と思われる相談者は30名であった。医療機関を紹介した相談者は13名、紹介状を記載した相談者も同じく13名であった。紹介状の内容は、尿潜血陽性者の再検査依頼から、静脈瘤の治療に関することなど、多岐にわたっている。医療機関から返信があったのは、7件であった。

　歯科については、所見上、歯周炎を持つ相談者が72名であった。う歯は、程度によるが、C1が37名、C2が15名、C3が5名、C4が7名であった。異常なしとなった相談者は34名で、歯の清掃や治療など、歯科受診を勧められた相談者が62名で、紹介状を記載した相談者は2名であった。歯みがき指導を受けた相談者は17名であった。

　
２）医療情報提供事業
　電話やメールなどでの問合せに対し、情報提供を行っている。2013年度は、前年度同様23件の問合せがあった。内訳は以下のとおりである。

　問い合わせてきた人：

　相談者本人　9名　　　外国人支援者　5名　　　医療機関　3名　　相談者の友人知人　3名

　相談者の家族　1名　　相談者の雇用関係者　1名　　　不明　1名

　対象者の国籍：

　フィリピン　5名　　　ブラジル　4名　　　ペルー　3名　　　韓国　2名

　アメリカ、スリランカ、ネパール、パナマ、中国、日本(計6カ国)各1名　　　不明　3名

相談内容：(複数回答)
　医療機関について　7名　　　治療費について　2名　　　病状について　2名

　保険など医療制度について　2名　　　相談会について　1名　　　通訳･翻訳について　1名
　労働災害について　1名　　　その他　10名

　
対応：(複数回答)

　医療機関紹介　6名　　　福祉制度に関する情報提供　3名　　　医療に関する情報提供　2名
　外国人支援団体紹介　2名　　　相談会日程紹介　2名　　　通訳紹介　1名

　弁護士関係機関紹介　1名　　　その他の対応　8名

問合せ件数は23件であるが、内容は多種多様である。医療機関の紹介を希望するケースをはじめ、観光ビザで来日し、脳血管障害を起こしてしまったケース、急性難聴の疑いで緊急入院が必要だがビザがないケース、日本人の夫の病状を外国籍の妻に説明が必要となったケース、企業関係者より労働者健診の検査項目が英語で表記してあるものがほしいというケース、中には、関西や東北方面から問合せがあり、対象者の居住する地域の外国人支援団体を紹介したケースもある。当団体設立当初に比べ、外国人の健康保険制度加入者も増えており、医療機関も外国人患者の受け入れも増えてきているが、やはり、ビザがなければ医療費は高額になるため、対応は難しい。今後も、当センターが活動によって関係を作ってきた支援者と情報共有を図りながら、対応していくことが大切と考える。
３）平成25年度公益信託　愛・地球博開催地域社会貢献活動基金(あいちモリコロ基金)助成事業
　　　「愛知県のブラジル人学校の児童/生徒への健康診断事業」

　　　期間：平成25年4月～平成26年3月まで　　　助成金額：100万円

　　　◆ブラジル人児童への健診事業

日程等：5月19日　エスコーラ・サンパウロ校　(安城市)　実施児童数　50名　教員など18名
6月23日　ピンタンド・オセッチ校及び猿投ネクター校　(豊田市)　実施児童数　64名　教員など13名
視力低下が見られる児童が数名あり、保護者が同行していることから、眼科受診を勧められたケースがみられた。多くの児童がゲーム機を持っている様子で、長時間の使用による影響が大きいと考えられる。聴力検査については、ほとんどの児童が聞き取り可能であったが、高音域もしくは低音域が聞きとれない児童もあった。単に聞き取れなかった場合も考えられるが、テレビなどの音量を大きくして使用していることも考えられる。
　保護者同伴の児童健診は、保護者が子供の健康状態を知ることができ、生活への配慮を考えるきっかけとなるため、健診を継続することは重要である。
◆ブラジル人児童への歯みがき指導

日程等：9月18日(水)　豊田ブラジル人学校　　担当：岡本、大矢　　通訳：エウリコ謙吾

10月29日(火)　安城ブラジル人学校　担当：渋谷、青木（歯科衛生士）通訳：エウリコ謙吾

　外国人無料健康相談会を実施したブラジル人学校2校で、歯科医師、歯科衛生士による歯みがき指導を、ポルトガル語通訳を介して実施した。児童には、歯ブラシを各1本ずつ配布し、歯を大切にすることを理解できるよう表や歯型模型を利用し、歯のみがき方を伝えた。児童自ら大切に歯ブラシをもって、歯みがきをする行動に出るなど、児童や学校には好評であった。
４）公益財団法人　庭野平和財団助成事業
　　「『このとき使う！保健福祉マニュアル』パンフレット作成事業」
　　　　期間：平成25年10月～平成26年9月まで　　助成金額：20万円
　問合せや相談会において、健康保険制度など、福祉制度について情報提供をすることがしばしばある。また、他の外国人支援団体より、福祉制度に関する情報提供の要望もあり、保健福祉制度に関するマニュアルを作成することを計画し、助成金を得ることができた。
内容については、健康保険制度、雇用保険、介護保険を中心に、生活に密着したものを分かりやすく、平易な文章で表現することに配慮している。なお、今回は、英訳のみ作成する。
５）愛知県救急医療情報システム（株式会社　NTTデータ 委託事業）

2004年6月より稼動した愛知県救急医療情報システムは、電話およびFAXによる情報提供サービスで、外国語による音声案内および音声認識により、希望する医療機関の情報を得ることができるシステムとなっている。医療機関名や住所変更、市町村合併などに対応すべく、音声案内の編集などのメンテナンスを行っている。

ホームページアドレス：　http://www.qq.pref.aichi.jp/qq/qq23tpmn_lt.asp

（英語版は、Foreign　Resident’s　Guideをクリック）　

外国語案内：050-5810-5884 （英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、韓国語）

６）広報事業

①MICA通信の発行
MICA通信は、当団体の活動を理解してもらい、会員や寄付金などの経済的支援、ボランティアの確保といった技術的支援を得るための広報として位置づけている。健康相談会の日程や相談会の状況、参加ボランティアの声などを掲載し、毎月1回発行している。なお、MICA通信は、当センターHPより、過去のバックナンバーも含め、全て閲覧可能である。
②ニュースレターの発行
ニュースレターは、MICA通信と同じ主旨で作成されており、当団体の1年間の活動内容と成果を会員やボランティア、関連団体に発信してきた。会員やボランティアによる当団体への参加目的や個人的立場からの活動の取り組み・感想などを掲載している。
③インターネットによる広報活動
インターネットについては、ボランティアの協力を得て、随時更新しており、アクセス数も増加している。　相談会日程、会員・ボランティア募集のほかに、事務局にきているボランティアの様子、相談会での状況や会場までの道案内などを写真で掲載している。Facebookからも相談会の広報や様子などを閲覧することができる。会員やボランティアが取り上げてくれることで、少しでも多くの人に関心を持ってもらえることを期待している。

問診票英語版、薬局用問診票は常時公開しており、外国人患者とのコミュニケーション・ツールの一つとして無料提供している。
ホームページの活動日誌(ブログ)：　http://npomica.jimdo.com/
ホームページアドレス：　http://www.h6.dion.ne.jp/~mica/
Facebookアドレス：　http://www.facebook.com/#!/mica.japan　

④イオン　幸せの黄色いレシートキャンペーン

当キャンペーンは、イオン株式会社の社会貢献活動の一環として、地元のボランティア団体を支援する目的で実施されている。毎月11日のイオン・デーに、地域のボランティア団体などの名前と活動内容を書いた投函BOXが設置され、レジ精算時に受け取った黄色いレシートを、応援したい団体の投函BOXへ入れると、購入金額合計の1％が地域ボランティア団体などに希望する品物で寄贈されるしくみとなっている。

本年度は、有松店4,700円、八事店18,800円の寄付を受け、主に無料健康相談会に係る検査関連消耗品や事務用消耗品寄贈いただいた。

BOX設置店：　有松店、八事店

⑤外国人医療センター感謝パーティー

　　　日時：2014年2月23日（日）　　会場：ホテルグランコート　カフェ・レストラン『オーキット・ガーデン』

　　　参加者数：40名

　　　外国人医療センターに協力いただいている会員、ボランティア、団体関係者を対象に、感謝パーティーを実施。日ごろより協力していただいている会員やボランティアとの交流を図ることができた。

７）その他
①研修会・講習会への講義実施

関係団体等からの依頼を受け、当センターの活動紹介などを行った。
	日時
	場所
	催事名等
	主催者・依頼者
	担当
	内容

	6月23日
7月2日

～23日
合計６回
	名古屋市立大学看護学部など

	在日外国人の健康問題を考える研修
	名古屋市立大学看護学部
	水谷

(歯科医)

高久
起橋
藤田
	外国人医療の現状に関する講義
及び
健康相談会での実習

	12月3日
	三重県国際交流財団
	第3回外国人相談窓口担当者研修会　『外国人の保健医療に関する制度と運用』
	三重県国際交流財団
	藤田
	保健医療に関する制度についての講義

	12月7日
	名古屋市能楽堂
	ステファニ･レナト賞記念イベント　

歴代受賞者シンポジウム

『市民の力で何ができるか～10年後の世界を見据えて～』
	名古屋NGO

センター
	藤田
	活動紹介

	3月8日
	愛知医科大学
	国際保健医療学会
西日本地方会
ブース出展
	国際保健医療学会
	水谷
	当センター

パンフレット配布

	3月9日
	緑区役所
	みどり多文化交流会
	名古屋

国際センター
	鈴木
藤田
	血圧測定及び
健康に関する相談


◆講師派遣

　　　　・名古屋市立大学看護学部　『在日外国人の健康問題を考える研修』

　　　　　　講師派遣（高久、起橋、藤田、水谷雄樹歯科医師）

6月23日相談会での研修、事務局での作業等

7月27日　反省会及び今後の方針についての話し合い実施
出席者　　名古屋市立大学：市川、金子、
外国人医療センター：起橋、高久、藤田
■第4号議案　2014年度事業計画■
１）外国人無料健康相談会事業　　

当外国人医療センターの主要事業である外国人無料健康相談会については、本年度も月1回の実施を予定しており、共催団体等と随時調整を行っている。外国人支援団体との共催により、通訳ボランティアの確保しやすい状況になりつつあるが、医療関係ボランティアの確保が困難な現状となっている。特に、医師、歯科医師、看護師ボランティアの確保は重要な課題である。関連団体やボランティアなどの協力により、医療関係者を中心に人材確保にも努めていく方針である。
1 必要経費について

交通費：ボランティア交通費（一回につき原則1,000円）
その他、検査代、機材・資材運搬代、会議費、会場費、検査・事務消耗品、通信費、駐車場利用料、広報費、現地調査費など

2 協力・後援について

協力：一般財団法人名古屋公衆医学研究所（検診車配備）、愛知県保険医協会（医師派遣）

後援団体（承認済）：
愛知県医師会、名古屋市医師会、愛知県歯科医師会、名古屋市歯科医師会、
愛知県保険医協会、愛知県看護協会、愛知県民主医療機関連合会
	回数(通算）
	日時
	会場（市）
	共催団体

	第193回
	2014年4月20日
	名古屋国際センター
	名古屋国際センター

	第194回
	5月18日
	昭林公民館（安城市）
	エスコーラ・サン・パウロ

	第195回
	6月29日
	豊田市生涯学習センター保見交流館（豊田市）
	エスコーラ・ピンタンド・オ・セッチ

	第196回
	7月13日
	江南団地（江南市）
	ふくらの会

	第197回
	8月31日
	名古屋神召キリスト教会

(名古屋市昭和区)
	名古屋神召キリスト教会

	第198回
	9月29日
	鳥居松ふれあいセンター
	春日井国際交流協会

	第199回
	10月26日
	犬山国際観光センターフロイデ
	犬山国際交流協会

	第200回
	11月16日
	尾西生涯学習センター（一宮市）
	一宮市国際交流協会

	第201回
	12月14日
	名古屋国際センター
	名古屋国際センター

	第202回
	2014年1月未定
	刈谷市国際交流協会
	刈谷市国際交流協会

	第203回
	2月未定
	みこころセンター（名古屋市）
	みこころセンター

	第204回
	3月未定
	岩倉団地集会場（岩倉市）
	岩倉市国際交流協会


２）医療情報提供事業

継続事業として、2014年度も事務局が運営する火･木･土曜日13:00～17:00の間で電話やメール、Fax等で対応を行う。協力医療機関との連携受け入れ体制の充実を図る。
３）愛知県救急医療情報システムに関する事業　㈱NTTデータ委託事業

当事業は2003年12月からの継続事業となっている。愛知県救急医療情報システムは、インターネットや電話、FAXを活用して医療情報を提供するシステムで2004年6月より稼動している。システムの特徴は以下のとおり。

・音声認識技術の活用（利用者が話した地名・駅名を認識して、最寄りの医療機関を紹介）

・５言語（英語・ポルトガル語、スペイン語、中国語、韓国語）の対応

市町村合併や医療機関名、住所などの変更があることから、電話ガイダンス修正・整備作業（翻訳、録音、確認等）、ホームページ情報掲載管理が本年度も継続して実施する。また、NTTデータとは適宜情報交換などを行い、システムの充実を図るための提案を行っていく。
４）広報

広報活動として、本年度も以下の広報を継続する。
1 MICA通信：毎月1回発行予定
2 ニュースレター：年1回発行予定
3 インターネットによる広報
・FacebookおよびHP上で健康相談会に関する情報の公開、活動の紹介やボランティア募集など　　　随時更新

4 イオン　幸せの黄色いレシートキャンペーン
・BOX設置店：有松店、八事店
５）その他

◆講師派遣依頼
名古屋市立大学看護学部　『在日外国人の健康問題を考える研修』5月～7月中に6回実施予定
平成26年度　あいち医療通訳システム通訳者養成講座　講師依頼　8月3日(日)
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